
子供たちの健やかな成長に大きな役割を果
たしてきた部活動ですが、生徒数の減少等に
よるやむを得ない廃部や、単独で試合に出ら
れない学校が大幅に増えるなど、今後子供た
ちの活動の選択肢がさらに少なくなることが
危惧されます。また、これまで教員が自身の
時間を削り、わずかな手当だけで支えてきま
したが、全国的に教員不足が深刻化する中で、
部活動の仕組みは限界に近づいています。

2026 年 中学校部活動は「KOBE◆KATSU」へ

神戸市教育委員会

「部活動」から「地域クラブ活動」へ

●部活動を取り巻く状況 ●「コベカツ」への移行
神戸市では、部活動が果たしてきた役割を

踏まえ、時代の変化に対応し、将来に渡って
子供たちが主体的に選択し、多様な活動に参
加できる機会を確保することを目的として、
2026年に部活動を終了し、平日・休日とも
に、生徒が地域の方々とともに活動する
「神戸の地域クラブ活動」
＝「ＫＯＢＥ◆ＫＡＴＳＵ(コベカツ)」

を開始します。

「コベカツ」とは

「コベカツ」コンセプト
�校区を越えて子供たち自身が「やりたいこと」
を選んで活動します。

�部活動になかった新種目や気軽に取り組める活
動などニーズに合った活動の場を提供します。

�子供たちが活動の主役となり、大人の価値観を
を押し付けません。

�地域のスポーツ・文化団体をはじめとした
幅広い団体が主体となり、中学校の施設を
活用し、子供たちに活動の場を提供します。

�活動団体は登録制とし、神戸市教育委員会
に申請し、審査・登録を経て活動します。

�「コベカツ」の各クラブの運営に必要な最
低限の費用は、原則として各家庭にご負担
いただきます。

●校区を越えて参加できる「コベカツクラブ」

新種目を含めた選択肢から
「やりたいこと」を選んで参加

＜これまでの学校部活動 ＞

男子バスケ
女子バレー
吹奏楽

原則として生徒は
各校の種目から選択

＜コベカツ＞




